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衛星放送は国境を越える？
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　久しぶりに機会を得てパリと南フランスを回り，研究仲間と旧交を暖めることができた。その
他知人の結婚式にも招かれ，南下の田舎の結婚式も大いに楽しめた。このモンペリエを中心とし
た南仏滞在中に，少し考えさせられる現象を目にしその背景について知人の意見を聞くことがで
きた。表題の解題がこの問題の紹介となるだろう。
　事の始めは件の結婚式であった。式が行われたのはかリーグ（garrigue）と呼ばれるラングドッ
ク地方特有の台地のふもとに静かに慰つく小村である。ガリーグ台地はプロヴァンスに比べると
石灰分が減っただけ赤茶け，オリーブよりもコルク樫の木が多く，その分オリーヴの裏白の葉の
アクセントも無くなり，松林を中心に降るように鳴くセミの声もどことなく野太く聞こえてくる。
郵便局と一緒になった役場でのマリアージュ・シヴィル（フランス国民としての結婚）に続いて，
50人も入ればいっぱいになりそうな小教会でマリアージュ・ルリジューズ（カトリック教徒とし
．ての結婚）が行われたあと，カクテル・パーティーそして大宴会となった。「嵐に見舞われた結婚
は幸せな結婚である」という諺がフランスにあるが，カクテル・パーティーの最中，一天にわか
にかき曇りすざましい雷鳴とともに雷光が低く空を走り回り，たちまち篠突く雨となった。ジャッ
ク・タチ風のドタバタに似た光景が展開され，そのまま車で宴会場へ移動となった（結婚式に参
加する車が白やピンクのリボンを必ず付けるのは，駐車違反と飲酒運転取り締まりに対するおま
じないの意味もあるようだ，筆者がハンドルを握らなかったことは言うまでもない）。さて宴会は
まさに飲めや歌えそして踊れのガリア暴動噴出の場であった。そして，さもあらんというか，こ
のフランス深南部の小村にも「カラオケ」は浸透してきており「ジュードーカ」「カラテカ」「カ
ミカゼ（ズ）」と「カ」音がらみの日本語の浸透が多いのはなぜかとふと思ったりしたが，筆者も
とんでもないフランスの古いシャンソン（題名を口にするのもはばかられるような）を歌わされ
る羽目に陥った。
　前置きが長くなったが，この大宴会での事の発端は次のようであった。隣席の新婦の縁者の：方
と話している中で衛星放送が話題となり，おかげで限りなく日仏間の情報距離は縮まったと筆者
が持ち上げたところ，「いや手放しでは喜べませんよ，そのため移民問題を抱えるフランスでは文
化摩擦がかえって激しくなっているんですよ」との言葉が返ってきた。筆者のいぶかしげな顔を
見て隣席の婦人は「ここからちょっと行った町をごらんなさい。あのパラソルが南の空を向いて
一斉に開いているけど，その下はもうフランスじゃないみたいなんですから」と追い打ちをかけ
てきた。この疑問が氷解するとともに問題がかなり深刻なものであることが分かったのはしばら
くして後，移民の子どもたちにフランス語を教えている友人をたずねたときであった。話がフラ
ンス語教育に及ぶと友人の顔が曇った，なにか面倒でも起きているのかと聞くと，「移民の子や第
二世代のフランス語能力がどんどん落ちている」との答えだった。結婚式でのやりとりを持ち出
すと，「そう，あの町は移民の力が大きくなっているから」と言った上で「なぜだか分かる」と聞
き返された。
　途中を端折らせていただき，結論を申し上げておこう。南仏でも衛星放送受信装置が普及して
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いるが，そのかなりの部分は北アフリカを中心とした移民が担っている。そのために，移民の子
弟そして第二世代がフランス語およびフランス文化から離れつつあるのだ。衛星放送が普及する
以前は，学校でフランス語を習い，家に帰るとテレビでフランス語やフランス文化に触れていた
のが，今日家庭は完全にアラビア語の世界となってしまった。テレビに映っているのは地中海を
越えて衛星経由で届けられたアラブ文化圏の放送なのだ。文明の利器が文化のユニヴァーサル化
を進めるという楽観論が必ずしも成り立たない，新たな摩擦を思いもかけぬところで引き起こす
可能性を秘めていることの証左となるような現象であった。
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